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 本研究では φ3mm×t0.5mm 微小試験片を用いた核融合炉ダイバータ候補材料の熱拡散率評価手法の開発

を目的とする．微小試験片の熱拡散率は，従来の試験片と同様の解析手法では正確な値が得られていない

ため，実験によって得られる温度上昇曲線から熱拡散率を正確に評価する手法を検討している． 
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1. 研究背景および目的 

核融合炉ダイバータは炉心プラズマから高い熱負荷を受けるため，候補材料の熱拡散率を評価すること

は極めて重要である．現在中性子照射を行う事が出来る照射場は極めて限られており、また中性子照射後

試験片の放射能を低減する必要性などから φ3mm×t0.5mm 微小試験片での熱拡散率測定が求められている．

しかしながら，微小試験片での熱拡散率測定は，技術的に確立されておらず，従来の測定装置と解析手法

では，正確な熱拡散率の値が得られないことが明らかになっている[1]．そこで，本研究では φ3mm×t0.5mm

の微小試験片における熱拡散率評価手法の開発を目的とする， 
 

2. φ3mm 微小試験片の熱拡散率評価 

 独自に開発した φ3mm 微小試験片測定用ホルダーと、フラッシュパルス幅が 20μsec と十分に短い熱拡散

率測定装置(Netzsch LFA-467)を用いて，室温 27℃(300K)での ITER-Grade タングステン φ3mm，φ10mm 試験

片の測定を行った．まず，赤外線センサーで測定したフラッシュ後の試料裏面の温度上昇曲線を比較する

と，φ3mm 微小試験片は φ10mm 標準試験片よりも S/N 比が悪いことがわかった．微小試験片では従来の標

準試験片よりも面積が小さいため，赤外線放出量が減少したことが原因と考えられた．また，得られた熱

拡散率としては，微小試験片の方が若干大きい傾向が見られた．そこで，室温の熱拡散率を高温での測定

結果から外挿するために，室温から 500℃(773K)まで 50℃ずつ温度を変化させたときの熱拡散率測定を行

った．図に温度依存性を比較したものを示す．図より，400K

以降の高温域においては温度上昇曲線の S/N 比が向上した

ため，微小試験片の熱拡散率のばらつきが小さくなった．

しかし，室温から高温までの全体において，微小試験片の

熱拡散率の値が標準試験片よりも系統的に大きくなってい

ることが新たにわかった．そのため，測定結果を正確に評

価するための補正式や最適な解析手法を検討する必要があ

り，現在は測定結果の解析を行っている． 
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a=4.30734098e+02
b=2.00405088e-01
c=-6.54724538e+01
|r|=9.91280237e-01

 ITER-G W φ3mm×0.494mm 高温
 ITER-G W φ3mm×0.494mm 室温付近
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a=3.82070425e+02
b=2.06435559e-01
c=-5.11264894e+01
|r|=9.99780228e-01

 ITER-G W φ10mm×1.069mm 高温
 ITER-G W φ10mm×1.069mm 室温付近
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